
５月２２日北部グランドに

て消防坂本分団操法大会が

各部から９チームが参加し

て開催されました。北部グランドで開催されるときは必ず雨が降るというジンクスどおり、雨中での大会になり

ましたが、参加選手はこれまでの練習の成果を如何なく発揮しました。途中肉離れを起こした選手もいました

が、足を引きずりながらも最後まであきらめることなく操法をやり遂げました。私はここに坂本分団の根性と団

結力を感じた次第です。優勝は３部A（遠藤正和・林 康浩・伊藤寿志・樋田 悟・松波隆司）準優勝は１部１

班（山尾幸治郎・小嶋康修・松原吉典・萩 治也・河村孝広）【敬称略】でした。なお、この２チームは６月１

２日に開催された協会大会に出場しましたが残念ながら上位入賞は逃しました。自動車のせいでしょうか？ 

  
坂本の人口 

１２，８６０人（男：６，３４６人 女：６，５１４人） 世帯数４，４５１  【平成２３年 ５月末現在】 

  １２，８６７人（男：６，３４７人 女：６，５２０人） 世帯数４，４５０  【平成２３年 ４月末現在】 

準優勝 １部１班 

老人クラブ鶴寿会（原久雄会長）の皆さんが

手縫いの雑巾をプレゼントしてくれました。 

優勝 ３部Aチーム 熱心に観戦する来賓のみなさん 

アクシデント発生！ 

成績表を食い入るように見ます 

鶴寿会のみなさん、ありがとうございます。 



６月４日（土）マレットゴルフ場二軒家コースで

第４回区民マレットゴルフ大会が、初夏の暑さを

感じさせる絶好の天候の下開催されました。暑い

中、更に熱い戦いを繰り広げられた１４９名の参

加者のみなさん、お疲れ様でした。アツカッタ！ 

■団体の部【区対抗・上位４人の合計打数】 

優 勝    １６区（合計打数：４２３） 

 千村栄子・浅野恵美子・千村初男・浅野 昇 

準優勝  １２－１区（合計打数：４２９） 

 小池正次郎・小池年久・市川和子・南出義隆 

第３位    １１区（合計打数：４３１） 

 丹羽修二・小川 巌・丹羽洋子・丸山 裕 

どうですか。私の地元の岩屋堂が優勝しました

よ。しかも２組のご夫婦です。マレットゴルフは

健康にもいいし、どうやら夫婦円満の秘訣にもなっているみたいですね。これからも夫婦仲良くマレットゴルフ

をお楽しみください。私もいつもマレットゴルフを勧められますがお楽しみはもう少し後にとっておきます。 

 
７月 行事名 会場等 

３日（日） 社会を明るくする運動市大会 にぎわい広場 

８日（金） 地デジ相談会 坂本公民館 

８日（金） ちびっこ幼稚園 坂本幼稚園 

１１日（月） 夏の交通安全県民運動～２０日まで  

１４日（木） なかよしひろば（０・１歳児） 坂本保育園 

１４日（木） 資源ごみの日（千旦林）  

２０日（水） 資源ごみの日（茄子川）  

２０日（水） ふれあいの日 はなのきｾﾝﾀｰ 

２１日（木） なかよしひろば（２歳児） 坂本保育園 

２５日（月） 不燃ごみの日（千旦林）  

２５日（月） 災害ボランティア講演会 坂本公民館 

２６日（火） 区長会 坂本事務所 

２８日（木） 不燃ごみの日（茄子川）  

２６日（火） 地デジ相談会 坂本公民館 

坂本事務所 
  リサイクルボックス 
リサイクルボックスに 
     持ち込み可能な資源 
・新聞紙・ダンボ－ル・雑誌 

・トレイ 

・発泡スチロール 

・雑紙（紙袋かレジ袋に入れ 

 てください） 

※布類は持ち込まないでくだ   

 さい。 

※資源ごみなどは指定日に  

 持ち込んでください。 
 

午前8時30分～午後5時15分 

６月９日に坂本公民館ホールではなのき大学の開

講式を坂本老人クラブ連合会の河尻欣一会長、中

津川市公民館運営審議会委員の幸脇朝江さんをご

来賓としてお迎えし行いました。今年も現在１３

０名の方が受講登録されています。ありがとうご

ざいます。７月１４日から第１回目が始まります

ので、まだ間に合います。公民館に電話してください。待ってます。開講式に

引き続き、岩川典正市情報交通課長さんに地デジ化テレビのとっても便利な機

能がある話と黒田ところ前市議会議員さんに東日本大震災の被害を受けた石巻市での自身のボランティア活動を

通じて被災地で何が求められているのか、私たちに今できることは何なのかを話していただきました。私も話を

聞きながら、被災地での復興が大変困難である状況がよくわかりましたが、助かった被災者のみなさんがいる中

で、市民の命を守るため、自分の使命を果たすべく自らの命を犠牲にされた名もなき多くの方がいることを痛感

せざるを得ませんでした。そのとき、中島みゆきの「地上の星」が頭に浮かんできました。３階建ての防災対策

庁舎２階から巨大津波襲来を目の当たりにしながら直前まで明瞭で落ち着いた避難勧告放送をしていた女性、停

電で鳴らなくなったサイレンの替わりに火の見やぐらに上り半鐘を鳴らし自らは濁流に飲み込まれた町の消防団

員、一人でも多くの住民を避難させるために最後列で波を背にして誘導した警察官、名前さえ掲げられませんが

原発にもぐりこんで作業している作業員・・・彼らこそ真の「地上の星」ではないでしょうか。名前は忘れてし

まうかもしれませんが、「つばめ」が高い空から必ず、きっと教えてくれるでしょう。もし大災害が発生したと

きに、同じ自治体職員として私は「地上の星」になれるかどうか「地上の星」を聴きながら自問自答の日々を

送っています。話はそれましたが、はなのき大学では今年もとっても面白い講座をご用意しています。来てね！ 

団体優勝 第１６区 団体準優勝 第１２－１区 

デジタルテレビは便利です 

ボランティアは貴重な体験でした 


